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第二回　
明治中期の大学講義筆記
『早崎信太郎手記（全７冊）』
　「早崎信太郎手記」は明治１４年から四年間東京
大学理学部に在籍した石川県出身の俊才早崎信太
郎の大学講義筆記である。全冊すべて英文で書か
れている。外国人教師がその母国語で講義をする
のは当然であるが，当時は日本人教師も英語で講
義を行い，学生との質疑応答なども英語で行われ
たのである。以下各冊の内容を日本語に訳して示
す。括弧の中は学年および講義した教師の姓名で
ある（教師の姓名は「東京大学法理文三学部一覧」
「東京大学百年史」などと照合し，補記した）。
　［第１冊］　高等数学
　　　微分学（第一学年　三輪桓一郎）　積分学（第
一学年　三輪桓一）　微分方程式（第二学年菊
地大麓）　立体幾何学（菊地大麓）
　［第２冊］静力学・動力学力学
　　　（第一学年　J．A．ユーイング）　方程式論（臨
時講義　菊地大麓）　静力学（第二学年　菊地
大麓）
　［第３冊］電気と磁性　（第四学年　C．G．　ノット）
　［第４冊］物理学
　　　一般物理学（山川健次郎）　電気（第三学年　
C．G．ノット）　　幾何光学（第三学年　寺尾
寿）確率解析（臨時講義　寺尾寿）　物理光学
（第三学年　山川健次郎）
　［第５冊］動力学　（第四学年　北尾次郎）
　［第６冊］動力学２（第四学年　北尾次郎）
　［第７冊］表題なし
　　　確率解析，方程式，複屈折解析，微積分学など，
他の講義録の補遺
　明治１０年４月，東京開成学校と東京医学校を合
併して東京大学が創設された。創設当時の法・理
・文三学部の教授２１名中１６名がお雇い外国人とい
われた欧米人教師であった。早崎の在学した明治
十年代の後半になると，明治政府が欧米各国へ派
遣した留学生が次々と帰国し，外国人にかわって
日本人教授がその位置をしめることになる。
　講義筆記に登場する外国人のうち，ユーイング
（Ewing，James Alfred　１８５５－１９３５スコットラン
ド人）は，明治１１年来日，地震の頻発する日本で
地震学を研究する必要を痛感して，工部大学校の
ミルンと共に日本地震学会を創設し，水平振子型
のすぐれた地震計を考案した。明治１６年帰国。ノ
ット（Knott，Cargill G．１８５６－１９２２英国人）はユー
イングの後任教授として明治１６年来日。電磁気学，
音響学，力学を講義する。明治２０年田中館愛橘ら
と共同で，日本全土の磁気を測定し，翌年「日本
全国地磁力実測報告」を出す。明治２４年帰国。理
学部（当時は理科大学）の最後の外国人科学教師
であった。一方講義ノートに登場する日本人教師
達は，以後日本の学術・教育界の中心として活躍
していく。
　早崎は卒業後間もなく死去したらしい。同じ石
川県出身で理学部の同期生北条時敬（早崎は物理
学科，北条は数学科）の明治１９年の日誌に２月２２
日を初めとして，中橋徳五郎（石川県出身）と「早
崎氏遺族弔慰」，「義捐金」の相談をしている記
事が数カ所載せられている。死亡時の記載はない
から，早崎の没年は明治１８年，それも年末ではな
いかと推測される。明治１８年１０月３１日に行われた
学位授与式の記録（「学芸志林」　第１００冊）には
「理学士の分　物理学科　早崎信太郎」とある。
早崎はその式典に出席できたのであろうか。手記
各冊の見返しに「故早崎信太郎氏手記」「理学士
早崎信太郎蔵」と墨痕鮮やかに書かれている。業
半ばで倒れた俊才への思いを込めての揮毫と思わ
れる。誰の筆であろうか。この手記は第四高等中
学校の前身校，石川県専門学校へ寄贈されたもの
である。 （図書館専門員　梶井重明）
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すべて英語で筆記されている。
（ただいま中央館で展示中。）
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